
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度各高齢者あんしん相談センター 

活動実績報告書 

資料１ 



圏域の概要

（地域の特性）

人口（令和8年4月1日現在）  　

高齢者数（高齢化率） 　　　　

後期高齢者数（後期高齢化率）　

①介護老人福祉施設（特養） ３カ所 ①介護老人福祉施設（特養） ２カ所 ①介護老人福祉施設（特養） ２カ所 ①介護老人福祉施設（特養） １カ所 ①介護老人福祉施設（特養） １カ所

②介護老人保健施設 ２カ所 ②介護老人保健施設 ０カ所 ②介護老人保健施設 １カ所 ②介護老人保健施設 ０カ所 ②介護老人保健施設 ０カ所
③グループホーム ０カ所 ③グループホーム １カ所 ③グループホーム ３カ所 ③グループホーム １カ所 ③グループホーム ０カ所

④有料老人ホーム １カ所 ④有料老人ホーム ２カ所 ④有料老人ホーム １カ所 ④有料老人ホーム １カ所 ④有料老人ホーム ３カ所

⑤小規模多機能 ０カ所 ⑤小規模多機能 １カ所 ⑤小規模多機能 １カ所 ⑤小規模多機能 １カ所 ⑤小規模多機能 １カ所

⑥地域密着型通所 ４カ所 ⑥地域密着型通所 ８カ所 ⑥地域密着型通所 １カ所 ⑥地域密着型通所 ２カ所 ⑥地域密着型通所 ２カ所
⑦認知症デイ ０カ所 ⑦認知症デイ ０カ所 ⑦認知症デイ １カ所 ⑦認知症デイ ０カ所 ⑦認知症デイ １カ所

⑧通所リハ ２カ所 ⑧通所リハ ０カ所 ⑧通所リハ １カ所 ⑧通所リハ ０カ所 ⑧通所リハ ０カ所

⑨定期巡回 ０カ所 ⑨定期巡回 １カ所 ⑨定期巡回 ０カ所 ⑨定期巡回 ０カ所 ⑨定期巡回 ０カ所

⑩居宅介護支援事業所 ３カ所 ⑩居宅介護支援事業所 ５カ所 ⑩居宅介護支援事業所 ２カ所 ⑩居宅介護支援事業所 ５カ所 ⑩居宅介護支援事業所 ４カ所
⑪公民館・交流センター等 ５カ所 ⑪公民館・交流センター等 ２カ所 ⑪公民館・交流センター等 １カ所 ⑪公民館・交流センター等 ３カ所 ⑪公民館・交流センター等 ２カ所

課題

（令和8年度活動計画、
令和7年度実績報告

より抜粋）

日常生活圏域ごとの状況

施設など

（令和8年4月１日現在）

包括に求められる役割や地域の
課題が年々幅広くなっているこ
とを感じています。民生委員や
地域活動の協力者の不足といっ
た課題も見られ、地域を支える
人材の確保が難しくなっている
ことも感じていました。身近な
相談窓口として機能し、支援を
必要とする方へ迅速かつ適切な
支援を行うため、講座や地域行
事を通じた周知活動を継続しま
す。あわせて、介護保険のみで
は対応困難なケースに対し、多
職種連携の実効性を高め、情報
共有と役割分担の明確化により
支援体制の質の向上を図りま
す。また、住民主体の運動や交
流の場の創出など地域資源の開
発に努めます。

虐待、経済的困窮、障害者支援
（精神・身体）等の困難ケース
の対応に、日々苦慮していま
す。職員が一人で抱え込まない
ようにチームで検討し、支援を
実施していく必要があります。
高齢者福祉課、重層的支援体制
整備事業と連携をスムーズに行
う体制が必要です。
　地域で高齢者が集える場やフ
レイル予防ができる場が不足し
ています。
　認知症の相談も増加する見込
みで、若年性認知症の相談も散
見しており、本人・家族への支
援が不足しています。支援方法
の検討が必要です。
　出前講座、介護予防講座、出
張相談会が少ないので、地域で
どう開催の場を増やしていくか
が課題です。

介護保険だけに頼らない支援体
制の構築が重要になる中、少し
の支援で自立した生活が送れる
方に対する受け皿が不足してい
ます。運動機能低下や認知機能
低下だけではなく、独居高齢者
の精神的不安への対応も多くな
りました。関係機関との連携強
化と、介護予防の観点から実施
できる施策の検討が今後の課題
と感じます。地域の状況や、世
の中の流れに沿って業務の実施
方法を変えてゆく事も大切だと
感じております。

相談では、「子どもはいるが仕
事をしているため頼れない」
「親族と疎遠で連絡が取れな
い」など、頼れる身寄りのない
高齢者への支援が増加している
ことが特徴的でした。独居高齢
者の増加に伴い、頼れる家族や
支援者がいないケースへの対応
に難しさを感じています。特
に、入院や施設入所時の身元保
証人の不在、在宅サービス利用
時の緊急連絡先の確保、認知症
の進行に伴う金銭管理等に関す
る相談が増加しています。
これらの課題を地域課題として
関係者間で共有し、対応体制を
整備する必要性を感じていま
す。

令和7年度は職員の退職が続い
てしまったことが大きな出来事
でした。退職の理由はそれぞれ
の事情でしたが、高齢者あんし
ん相談センターの職員でありな
がら仕事と介護の両立の問題で
退職された方がいたのが印象的
でした。人材確保と育成は運営
上の大きな問題です。重圧のか
かる業務も多いので、職員間で
連携し、ストレスをためないよ
う、ワークライフバランスを考
慮した勤務体制の構築が必要で
す。あわせて、長期定着を促す
職場環境づくりを進めていきた
いと考えます。

5,395人（22.5％）

3,269人（13.6％）

第２圏域

高齢者あんしん相談センター

ふじみ苑

　鶴瀬駅東側には、市役所・図
書館・体育館といった公共施設
があり、大型商業施設（らら
ぽーと富士見）も所在します。
住宅街の拡がるこのエリアは、
アパートやマンションの高齢化
も顕著になっています。駅に近
い地域（鶴馬1丁目町会、鶴馬
関沢町会、鶴瀬東2丁目南町
会）は新しい住宅が建ち人口が
増加している一方で、駅から離
れた地域（山室町会、前谷町
会、打越町会）の高齢化率が特
に高くなっています。坂道や、
スーパー・コンビニまで遠い地
区があり、買い物や受診が困難
な方も見られます。また、駅か
ら離れた地域は川や水路に近
く、水害の恐れがあります。
22,950人

5,416人（23.6％）

3,390人（14.8％）

第１圏域

高齢者あんしん相談センター

むさしの

 ふじみ野駅東側から荒川土手
までの面積の広い圏域です。田
畑が広がり、農業従事者の多い
南畑地区・勝瀬地区、駅周辺の
高層マンションが多いふじみ野
東地区、住宅が密集し、坂が多
い渡戸・羽沢地区と地域によっ
て様々な特徴を持ちます。
町会や民生委員等の活動は盛ん
であるが、支える側の高齢化に
伴い、安定した人材確保、また
駅周辺を除く地域では自家用車
以外での移動手段の確保も課題
です。

23,965人

第５圏域

高齢者あんしん相談センター

18,595人

3,085人（16.6％）

4,879人（26.2％）

第４圏域

高齢者あんしん相談センター

みずほ苑

　西みずほ台地区・鶴瀬西地区
は駅に近く、スーパーや病院な
どが多く、利便性が高く、若い
世代も多いですが、一方で、東
上線沿線開発当時にできたマン
ションに住む方の高齢化が進ん
でいます。また、関沢地区は住
宅が密集し、道路が狭く、坂が
多いため、買い物等の生活利便
性が低いです。針ケ谷地区は、
長年富士見市に居住している一
軒家や小規模マンション・ア
パートが多く、駅から離れると
畑が広がっています。

3,413人（15.1％）

5,362人（23.8％）

22,564人

第３圏域

高齢者あんしん相談センター

えぶりわん鶴瀬Nisi

　ふふじみ野駅西口から国道
254号線の先(大井方面)まで続
くふじみ野西、勝瀬西と鶴瀬駅
西口の鶴瀬西地区、住宅が密集
する上沢地区と地域特性が大き
く異なります。高齢化率はエリ
アごとに差がありますが、圏域
全体では高い水準が続いていま
す。

ひだまりの庭むさしの

　みずほ台駅東口の都市部で集
合住宅の多い東みずほ台地区、
畑が残る水子・水谷地域、バイ
パスを越えて志木に近い水谷東
地域となっています。水谷東地
域は防災意識が高く、住民同士
の助け合いが活発です。みずほ
台の駅周辺は集合住宅が多く、
人の出入りが激しくつながりも
希薄です。水子地区は住宅開発
が進み、若年世代の子育て世帯
が増加しています。貝塚、水谷
東の各町会は高齢化率が高く
なっています。

25,843人

6,007人（23.2％）

3,775人（14.6％）




















































